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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 48,826 3.7 188 ― 84 ― △10 ―

22年3月期第3四半期 47,105 △19.6 △186 ― △336 ― △606 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △0.34 ―

22年3月期第3四半期 △19.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 36,988 12,487 33.8 409.18
22年3月期 36,866 12,822 34.8 420.12

（参考） 自己資本  23年3月期第3四半期  12,487百万円 22年3月期  12,822百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 1.00 ― 1.00 2.00
23年3月期 ― 2.00 ―

23年3月期 
（予想）

2.00 4.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,000 1.1 790 25.2 640 48.5 560 296.8 18.35



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
通期の業績予想につきましては、平成22年５月12日に発表いたしました通期連結業績予想から修正しております。詳細につきましては４ページ、（３）連結
業績予想に関する定性的情報、及び本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来
に関する記述は、当社が現在入手している本情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は今後のさまざまな要因により異
なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 31,935,458株 22年3月期 31,935,458株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q 1,417,725株 22年3月期 1,414,289株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 30,520,074株 22年3月期3Q 30,723,399株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  4

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  4

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  4

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  4

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  4

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  5

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  5

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  7

（第３四半期連結累計期間） ………………………………………………………………………………………  7

（第３四半期連結会計期間） ………………………………………………………………………………………  8

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  9

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  10

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  10

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  12



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、中国をはじめとする新興国の成長等に牽引され、ゆるやかな回復

基調でありましたが、海外経済の失速懸念、円高の長期化による輸出競争力低下、政策効果の逓減等の影響もあ

り、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 このような情勢の下で、当社及び当社の子会社（以下当社グループ）が持つそれぞれの機能の融合と、グループ

間及び部門間相互の連携により、積極的な営業活動を推進するとともに、収益体質改善のため、前期に引き続き諸

経費の削減を推進いたしました。 

 第２四半期までは概ね予想通りの展開でありましたが、第３四半期には当社を取巻く環境が悪化し、厳しい状況

となりました。  

 以上の結果、第３四半期連結累計期間の売上高は488億２千６百万円、前年同期に比べて3.7％の増収、営業利

益は１億８千８百万円（前年同期営業損失１億８千６百万円）、経常利益は８千４百万円（前年同期経常損失３億

３千６百万円）、四半期純損失は１千万円（前年同期四半期純損失６億６百万円）という成績となりました。 

  

事業の種類別セグメントの概況は次の通りです。 

  

（商事部門） 

①半導体事業 

 半導体事業では、マイコン、ASICは自動車関連向けがエコカー補助金の終了等による国内市場の低迷の影響

がありましたが、中国をはじめとする海外市場の販売に牽引され堅調に推移いたしました。パソコン関連向け

は市場の低迷等の影響もあり、低調に推移いたしました。特にDVDディスクドライブ関連が大きく減少いたし

ました。パワーデバイスは、白物家電向け及び産業機関連向けが引き続き好調に推移いたしました。 

②電子デバイス事業 

 電子デバイス事業は、EMS事業のデジタルカメラ等電池保護基板がやや低調となりましたが、各種産業用及

び民生用電子部品はデジタル家電、白物家電、産業用機器を中心に順調に推移いたしました。  

③電子材料事業 

 電子材料事業は、銅地金の価格が堅調に推移するなか、自動車、パソコン用コネクター向けに失速感があり

ましたが、薄型テレビ、スマートフォン用コネクター向けの金属材料が引き続き好調に推移したため、総じて

堅調となりました。 

④FAシステム事業 

 FAシステム事業は、半導体製造装置向け及びハードディスク製造装置向けサーボ、シーケンサ等のFAシステ

ム機器に減速感がありましたが、総じて堅調に推移いたしました。NC装置は、引き続き中国を中心とする外需

に支えられ、好調に推移いたしました。放電加工機、レーザー加工機、FA-ITソリューションは、全般に低調

となりました。  

⑤その他 

 北海道と西日本地区を拠点とする協栄マリンテクノロジ株式会社が行う救命いかだの整備サービス事業は順

調に推移いたしました。 

  

 この結果、商事部門の売上高は402億５千８百万円（前年同期比4.7％増）、営業利益は８億８千３百万円

（前年同期比19.7％増）となりました。 

  

（ＩＴ部門） 

①ビジネスソリューション事業 

 ソリューション関係は、建設業関連向けは、引続き好調に推移いたしました。食品、流通業向けシステムは

低調となりましたが、製造業向けシステムは堅調に推移いたしました。また、サービス提供型ビジネスの推進

により運輸業向けは好調に推移し、各種団体・協会向けeラーニング配信サービスが拡大いたしました。 

 ビジネスシステム関係は、金融業務関連が低調に推移いたしましたが、電力業務関連は堅調に推移いたしま

した。 

②エンベデッドシステム事業 

 エンベデッドシステム系（特定機能を実現するための組込みシステム）は、専用ボードシステムが好調に推

移いたしましたが、専用装置システム、カーナビ関連が低調となりました。装置制御を中心としたFAシステム

系は、全般に低調となりました。自社開発の通信制御装置は、引き続き堅調に推移いたしました。  

③IC設計事業 

 IC設計事業では、開発コストの削減、メーカーの内製化が進むなか、当社が得意とするアナログ技術をベー

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



スとして、新規顧客の獲得、新規分野への進出を推進いたしました。厳しい受注環境のなか回復傾向で推移し

ておりましたが、第３四半期は低調となりました。 

  

 この結果、ＩＴ部門の売上高は42億４千６百万円（前年同期比2.7％増）、営業利益は３億６千８百万円

（前年同期比43.7％増）となりました。 

  

（製造部門） 

プリント配線板事業 

 プリント配線板事業は、縮小した相模原工場の生産規模に合わせ、メタルコア、モジュール等特殊基板、超

短納期試作基板などの高付加価値品の受注に絞り込み、福島協栄株式会社との連携を強化し、受注拡大に努め

てまいりました。受注面では、第３四半期は車載関連がエコカー補助金の終了等の影響もあり低調、アミュー

ズメント関連も低調となり、特に福島工場での受注が苦戦いたしました。相模原工場でのメタルコア基板は車

載向けで堅調に推移し、モジュール基板もAV関係を中心に順調に拡大いたしました。損益面では、第３四半期

の受注不振の影響もあり、厳しい状況となりました。 

   

 この結果、製造部門の売上高は43億５千９百万円（前年同期比4.4％減）、営業損失は１億９千１百万円

（前年同期営業損失２億９千万円）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ①  資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて１億２千２百万円増加し、369億８千８百

万円となりました。 

・流動資産は、商品及び製品の増加10億１千９百万円、受取手形及び売掛金の減少６億９千５百万円等により、

６千３百万円増加し、305億３千８百万円となりました。 

・固定資産は、投資有価証券が１億９千８百万円減少しましたが、繰延税金資産が１億８千万円増加、無形固定

資産２千７百万円増加等により、５千９百万円増加し、64億４千９百万円となりました。 

・流動負債は、支払手形及び買掛金の減少２億４千７百万円等により、２億２千１百万円減少し、187億３千２百

万円となりました。 

・固定負債は、長期借入金の借入による増加５億１千万円等により、６億７千９百万円増加し、57億６千９百万

円となりました。 

  

 この結果、純資産は３億３千５百万円減少し、124億８千７百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末の

34.8％から1.0ポイント減少し33.8％となりました。 

  

 ②  キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

２億４千万円減少し、55億９千３百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のと

おりです。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果、減少した資金は３億８千１百万円となりました。これは主として次の要因によるもので

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果、減少した資金は１億９百万円となりました。これは主として有形・無形固定資産の取得等

によるものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、増加した資金は２億６千１百万円となりました。これは主として借入金の借入等によるも

のです。 

  

資金増加要因： 減価償却費 ３億８千３百万円

  売上債権の減少 ４億６千４百万円

資金減少要因： たな卸資産の増加 15億８千４百万円

    



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、第２四半期までは概ね予想通りの展開となりましたが、第３四半期以降は

当社を取巻く事業環境の回復の鈍化により、当初予想を下回る見通しとなりますので、予想数値を修正いたし

ました。なお、当該予想に関する詳細は、平成23年１月27日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお

知らせ」をご覧ください。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定

しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計基準等の改正に伴う変更   

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用し

ております。なお、これによる損益に与える影響はありません。 

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,483,363 6,723,718

受取手形及び売掛金 16,766,791 17,462,426

商品及び製品 5,578,374 4,558,609

仕掛品 913,114 510,803

原材料及び貯蔵品 152,229 111,880

繰延税金資産 464,727 587,124

その他 258,652 594,587

貸倒引当金 △78,672 △73,850

流動資産合計 30,538,581 30,475,299

固定資産   

有形固定資産 2,898,828 2,878,530

無形固定資産 191,899 164,531

投資その他の資産   

投資有価証券 2,183,925 2,382,443

繰延税金資産 228,231 47,381

その他 1,066,266 1,028,506

貸倒引当金 △119,230 △110,610

投資その他の資産合計 3,359,193 3,347,721

固定資産合計 6,449,921 6,390,783

資産合計 36,988,502 36,866,083

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,888,122 13,135,449

短期借入金 3,130,349 2,965,314

1年内返済予定の長期借入金 1,120,000 1,320,000

未払法人税等 61,231 90,326

賞与引当金 130,806 293,126

工事損失引当金 27,106 35,060

その他 1,374,511 1,114,210

流動負債合計 18,732,128 18,953,485

固定負債   

長期借入金 4,300,000 3,790,000

繰延税金負債 335 383

退職給付引当金 752,620 730,076

役員退職慰労引当金 217,837 205,155

その他 498,427 364,411

固定負債合計 5,769,220 5,090,026

負債合計 24,501,348 24,043,511



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,161,819 3,161,819

資本剰余金 3,120,549 3,120,720

利益剰余金 6,769,779 6,871,750

自己株式 △416,027 △415,614

株主資本合計 12,636,120 12,738,675

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 236,761 334,454

為替換算調整勘定 △385,727 △250,557

評価・換算差額等合計 △148,966 83,896

純資産合計 12,487,154 12,822,571

負債純資産合計 36,988,502 36,866,083



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 47,105,658 48,826,522

売上原価 42,626,179 43,953,906

売上総利益 4,479,479 4,872,616

販売費及び一般管理費 4,666,183 4,683,719

営業利益又は営業損失（△） △186,704 188,897

営業外収益   

受取利息 3,139 2,253

受取配当金 28,494 39,952

その他 63,723 46,782

営業外収益合計 95,357 88,989

営業外費用   

支払利息 128,951 121,087

為替差損 51,524 23,372

債権売却損 24,772 21,195

その他 40,063 27,621

営業外費用合計 245,312 193,277

経常利益又は経常損失（△） △336,659 84,609

特別利益   

固定資産売却益 178 1,707

貸倒引当金戻入額 － 1,233

特別利益合計 178 2,940

特別損失   

固定資産除却損 3,218 3,250

投資有価証券評価損 7,649 13,076

関係会社株式評価損 － 25,999

貸倒引当金繰入額 575 －

特別損失合計 11,442 42,326

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△347,923 45,223

法人税、住民税及び事業税 46,275 47,034

法人税等調整額 212,415 8,598

法人税等合計 258,691 55,632

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △10,409

四半期純損失（△） △606,615 △10,409



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 16,531,991 15,397,088

売上原価 14,994,180 14,154,846

売上総利益 1,537,811 1,242,241

販売費及び一般管理費 1,575,646 1,560,587

営業損失（△） △37,835 △318,346

営業外収益   

受取利息 970 645

受取配当金 10,556 17,159

為替差益 13,824 8,203

その他 15,029 19,094

営業外収益合計 40,381 45,102

営業外費用   

支払利息 41,326 43,007

債権売却損 7,108 6,913

その他 13,392 9,471

営業外費用合計 61,827 59,391

経常損失（△） △59,281 △332,635

特別利益   

固定資産売却益 － 690

投資有価証券評価損戻入益 － 5,328

特別利益合計 － 6,018

特別損失   

固定資産除却損 △1 305

投資有価証券評価損 7,649 1,566

関係会社株式評価損 － 25,999

貸倒引当金繰入額 575 －

特別損失合計 8,222 27,871

税金等調整前四半期純損失（△） △67,503 △354,488

法人税、住民税及び事業税 9,839 11,391

法人税等調整額 7,527 7,440

法人税等合計 17,367 18,832

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △373,321

四半期純損失（△） △84,871 △373,321



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△347,923 45,223

減価償却費 467,177 383,385

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,487 13,440

賞与引当金の増減額（△は減少） △265,047 △161,502

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △110,421 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68,812 22,544

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,556 12,681

受取利息及び受取配当金 △31,634 △42,206

支払利息 128,951 121,087

投資有価証券評価損益（△は益） 7,649 13,076

関係会社株式評価損 － 25,999

固定資産除却損 3,218 3,250

有形固定資産売却損益（△は益） △178 △1,707

売上債権の増減額（△は増加） △2,448,900 464,514

たな卸資産の増減額（△は増加） 679,828 △1,584,386

仕入債務の増減額（△は減少） 6,309,348 △60,839

未収消費税等の増減額（△は増加） △61,361 78,556

未払消費税等の増減額（△は減少） △20,302 △1,737

その他 519,744 433,128

小計 4,917,003 △235,491

利息及び配当金の受取額 31,355 41,970

利息の支払額 △128,923 △120,394

法人税等の支払額 73,907 △67,917

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,893,343 △381,832

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △77,758 △5,450

有形固定資産の売却による収入 300 1,707

有形固定資産の取得による支出 △20,102 △16,602

無形固定資産の取得による支出 － △78,155

短期貸付けによる支出 △6,500 △10,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △104,060 △109,001

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 8,733,820 6,008,605

短期借入金の返済による支出 △8,710,148 △5,788,924

長期借入れによる収入 － 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △665,000 △1,190,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △294,913 △176,410

自己株式の売却による収入 695 227

自己株式の取得による支出 △997 △811

配当金の支払額 △61,447 △91,561

財務活動によるキャッシュ・フロー △997,990 261,125

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,695 △10,646

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,787,597 △240,354

現金及び現金同等物の期首残高 4,461,422 5,833,718

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,249,019 5,593,363



該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

当社の事業区分は、製品の種類、製造方法、販売市場の類似性及び管理区分をもとに、当社グループの事業

実態にあわせて区分しております。 

２．各事業区分の主要製品 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、各事業部門ごとに取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。 

 したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「商事部

門」、「ＩＴ部門」、「製造部門」の３部門を報告セグメントとしております。 

 「商事部門」は、半導体、電子デバイス、電子材料、FAシステム機器等の販売を行っております。 

 「ＩＴ部門」は、ソフトウェア開発・システム開発、IC設計、及び情報システム機器・電子機器・パッケージソ

フト等の生産・販売を行っております。 

 「製造部門」は、プリント配線板の製造を行っております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
商事部門 
（千円） 

ＩＴ部門
（千円） 

製造部門
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  38,456,112  4,091,850  4,557,695  47,105,658  －  47,105,658

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 4,558  41,586  3,100  49,246 (49,246)  －

計  38,460,671  4,133,437  4,560,796  47,154,904 (49,246)  47,105,658

営業利益又は営業損失（△）  738,374  256,408  △290,674  704,108 (890,812)  △186,704

  
商事部門 
（千円） 

ＩＴ部門
（千円） 

製造部門
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  13,759,393  1,217,545  1,555,052  16,531,991  －  16,531,991

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 1,632  5,505  486  7,624 (7,624)  －

計  13,761,026  1,223,051  1,555,539  16,539,616 (7,624)  16,531,991

営業利益又は営業損失（△）  321,640  △23  △20,426  301,190 (339,026)  △37,835

事業区分 主要製品

商事部門 

各種半導体、マイコンソフト開発、電子デバイス、LED関連機器、電子部品用金属

材料、化成品、ボードアッセンブリ、産業システム機器、工場用設備機械、FA-IT

ソリューション、船舶用救命器具類 

ＩＴ部門 
ソフトウェア開発、システム開発、情報システム機器、電子機器、パッケージソフ

ト、IC設計 

製造部門 プリント配線板、超短納期試作基板 



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）  

                                          （単位：千円）  

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

                                          （単位：千円） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

                        （単位：千円）  

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

                        （単位：千円）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

  

  

  

報告セグメント  

商事部門 ＩＴ部門 製造部門 合計

売上高         

(1）外部顧客への売上高  40,250,518  4,225,507  4,350,496  48,826,522

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  7,836  20,994  8,634  37,464

計  40,258,354  4,246,501  4,359,130  48,863,987

セグメント利益又は損失（△）  883,828  368,474  △191,597  1,060,705

  

  

報告セグメント  

商事部門 ＩＴ部門 製造部門 合計

売上高         

(1）外部顧客への売上高  12,981,107  1,101,366  1,314,614  15,397,088

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  1,426  2,774  2,308  6,510

計  12,982,534  1,104,141  1,316,922  15,403,598

セグメント利益又は損失（△）  127,187  △92,369  △111,507  △76,689

利益 金額 

 報告セグメント計 1,060,705

 全社費用（注）   △871,808

 四半期連結損益計算書の営業利益 188,897

利益 金額 

 報告セグメント計 △76,689

 全社費用（注）   △241,656

 四半期連結損益計算書の営業損失（△） △318,346



（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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